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越前市消防団では団員を募集しています。みんなで力を合わせ、防災力を高めましょう！！ 
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桜始開号

分団対抗

連
続
無
火
災
表
彰

吉
野
分
団 

粟
田
部
分
団 

岡
本
分
団 

無
火
災
表
彰 

国
高
分
団 

北
新
庄
分
団 

1
月
11
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
武
生
中
央
公
園
体

育
館
駐
車
場
及
び
体
育
館
に
お
い
て
南
越
消
防
組
合
越

前
市
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
２７
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
消
防
職
団
員
の
士
気
の
向

上
と
団
結
を
図
り
、
市
民
に
消

防
力
を
公
開
し
、
防
火
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
、
新
春
恒
例

の
越
前
市
消
防
出
初
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
開
式
前
に
は
雨
も

上
が
り
、
多
く
の
来
場
者
の
見

守
る
中
、
午
前
９
時
か
ら
消
防

部
隊
出
動
状
況
報
告
（
消
防
職

団
員
４
１
５
名
、
消
防
車
両
３３

台
）
、
管
理
者
・
来
賓
の
観
閲

を
受
け
た
後
、
消
防
音
楽
隊
を

先
頭
に
分
列
行
進
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
出
初
式
で
は

初
め
て
と
な
る
音
楽
隊
の
ド

リ
ル
演
奏
の
披
露
の
後
、
消
防

ポ
ン
プ
車
２７
台
に
よ
る
一
斉

放
水
が
行
わ
れ
、
筒
先
を
構
え

整
列
し
た
団
員
が
勢
い
よ
く

放
水
し
１
年
間
の
火
災
ゼ
ロ
を

祈
願
し
ま
し
た
。
続
い
て
会
場
を

体
育
館
内
に
移
動
し
、
式
典
が
行

わ
れ
、
越
前
市
消
防
団
分
団
対
抗

無
火
災
表
彰
、
団
長
業
績
表
彰
と

管
理
者
告
辞
、
消
防
団
長
訓
示
、

来
賓
祝
辞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

南
中
山
分
団 

広
報
江
端 
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越前市消防団活性化推進委員会広報部へのお問い合わせは etizen@apost.plala.or.jp まで 



（３）第２８号            広報 越前市消防団            平成２７年３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

越前市消防団では団員を募集しています。みんなで力を合わせ、防災力を高めましょう！！ 

 

私
た
ち
の
王
子
保
地
区
は
越

前
市
の
南
部
に
位
置
し
越
前
市

17
地
区
中
、
面
積
で
３
番
目
、

人
口
で
６
番
目
の
地
区
を
３５
人

の
団
員
で
守
っ
て
い
ま
す
。
地
区

内
に
は
国
の
重
要
文
化
財
、
大
塩

八
幡
宮
が
あ
り
ま
す
。 

 

我
が
分
団
の
自
慢
は
、
団
結
力

で
す
。 

 

１
つ
目
は
、
成
果
と
し
て
残
る

も
の
と
し
て
、
消
防
団
ポ
ン
プ
操

法
指
導
会
で
第
３
回
大
会
（
平
成

２３
年
）
優
勝
、
第
４
回
（
平

成
２５
年
）
準
優
勝
の
結
果
で

す
。
指
導
会
前
に
は
早
朝
か
ら

練
習
を
行
い
多
く
の
団
員
が
サ
ポ
ー

ト
に
集
ま
り
、
経
験
者
は
熱
血
指
導
に

そ
の
他
の
団
員
は
手
伝
い
に
徹
し
ま

す
。
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
６
年
前

に
県
の
操
法
大
会
に
出
場
し
た
と
き

に
は
、
成
績
は
６
位
で
し
た
が
分
団
長

を
は
じ
め
班
長
・
団
員
皆
が
終
わ
っ
た

あ
と
、
達
成
感
で
あ
ふ
れ
涙
し
た
こ
と

を
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 
２
つ
目
は
、
地
区
内
の
自
警
消
防
隊

と
の
団
結
力
で
す
。
毎
年
６
月
末
に
自

治
振
興
会
安
全
防
災
部
主
催
で
自
警

消
防
隊
と
ポ
ン
プ
操
法
大
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
時
、
事
前
に
消
防
団

員
が
指
導
会
を
開
催
し
ま
す
。
各
隊
ご

と
に
団
員
が
指
導
に
つ
き
町
内
対
抗
（
８

隊
参
加
）
に
な
っ
て
い
る
の
で
自
警
消
防

隊
員
と
消
防
団
員
の
団
結
力
は
深
ま
っ
て

い
ま
す
。 

 

３
つ
目
は
、
地
区
と
の
団
結
力
で
す
。

体
育
祭
や
夏
祭
り
の
警
戒
時
に
は
分
団
オ

リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ
「
火
消
魂
」
を
着
用

し
催
し
物
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。
子
供

達
か
ら
は
『
カ
ッ
コ
イ
イ
！！
』
と
評
判
も

上
々
で
、
大
き
く
な
っ
た
ら
消
防
団
に
入

団
し
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。 

 

昨
年
は
分
団
車
も
更
新
さ
れ
、
車
庫
も

国
兼
町
に
第
２
の
分
団
車
庫
が
新
築
さ
れ

る
な
ど
大
き
く
変
化
の
年
で
し
た
。
今
後

も
自
慢
の
団
結
力
を
発
揮
し
て
防
火
・
防

災
活
動
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

王
子
保
分
団
広
報

宮
川

オリジナル T シャツ「火消魂」

を着用し結束する王子保分団 

分団主催、新入団員にポンプ操作の指導会

王子保地区自警消防隊との合同訓練



（４）第２８号            広報 越前市消防団            平成２７年３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

越前市消防団活性化推進委員会広報部へのお問い合わせは etizen@apost.plala.or.jp まで 

昭
和
24
年
1
月
26
日
に
奈
良
県
に
あ
る
法

隆
寺
金
堂
の
国
宝
の
壁
画
が
模
写
作
業
中
焼

失
し
た
事
を
機
に
、
文
化
財
愛
護
を
目
的
と
し

て
昭
和
30
年
か
ら
毎
年
こ
の
日
を
「
文
化
財

防
火
デ
ー
」
と
定
め
全
国
一
斉
に
防
火
運
動
が

展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

越
前
市
で
は
１
月
２５
日
（
日
）、
正
覚
寺
本

堂
（
中
署
管
轄
）
及
び
大
滝
神
社
本
殿
（
東
署

管
轄
）
か
ら
火
災
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

正
覚
寺
で
は
、
区
民
が
水
消
火
器
お
よ
び
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー
に
て
初
期
消
火
を
行
い
、
地
元
の

西
分
団
を
は
じ
め
、
東
分
団
、
大
虫
分
団
、
中

消
防
署
、
京
町
２
丁
目
自
警
消
防
隊
が
連
携
し

て
迅
速
適
格
な
消
火
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

右上：正覚寺において消防署と消防団

の連携放水 上：大滝町自警隊員によ

る拝殿常備放水銃からの初期消火

こ
の
訓
練
を
通
じ
て
地
域
住
民
の
防
火

意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

西
分
団
広
報 

栗
塚 

大
滝
神
社
（
国
の
重
要
文
化
財
）
で

は
大
滝
町
の
区
民
が
見
守
る
中
、
地
元

の
岡
本
分
団
を
は
じ
め
と
し
て
、
粟
田

部
分
団
、
南
中
山
分
団
、
東
消
防
署
、

大
滝
地
区
の
自
警
消
防
隊
の
合
同
で
、

例
年
よ
り
大
々
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

訓
練
は
、
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
や
失
敗

な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
概
ね
無
事
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
訓
練
を
通
し
て
、
区
民
や
分
団

員
の
皆
が
防
火
へ
の
決
意
を
再
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

岡
本
分
団
広
報 

三
田
村 

活
性
化
推
進
委
員
会

強
化
部
は
、
恒
例
の
防
火

豆
ま
き
を
武
生
西
幼
稚

園
で
開
催
し
ま
し
た
。

 

２６

号
２
面
「
西
分

団
・
県
操
法
大
会
を
終
え

て
」
の
記
事
に
つ
い
て
、

掲
載
写
真
と
２
番
員
の

選
手
名
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
正
式
に
は
「
矢

部 

学
」
さ
ん
で
す
。
写

真
に
つ
い
て
も
下
記
の

通
り
で
す
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。 


